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叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

瑞
宝
双
光
章

　
中な

か
い
し石

澄す
み

男お

さ
ん（
東
横
山
）

　

中
石
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
４
月
か
ら
旧

藤
橋
村
助
役
と
し
て
、12
年
間
在
職
さ
れ
、

村
の
行
政
運
営
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

　
高た

か
は
し橋

卓た
く

二じ

さ
ん（
西
津
汲
）

　

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
４
月
か
ら
旧

久
瀬
村
議
会
議
員
と
し
て
、
12
年
間
在
職

さ
れ
、
産
業
の
発
達
や
教
育
の
向
上
な
ど

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

従
六
位

　
杉す

ぎ
や
ま山
清

き
よ
し

さ
ん（

永
）

　

平
成
26
年
８
月
３
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

杉
山
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
に
旧
養
基
村
消

防
団
に
入
団
さ
れ
て
か
ら
55
年
間
に
渡

り
、
消
防
活
動
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

従
六
位

　
國く

に
え
だ枝

一か
ず
ま
さ正

さ
ん（
谷
汲
岐
礼
）

　

平
成
26
年
８
月
15
日
に
亡
く
な
ら
れ
た

國
枝
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら
旧
谷
汲
村

議
会
議
員
と
し
て
24
年
間
在
職
さ
れ
産
業

の
発
達
や
教
育
の
向
上
な
ど
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

 

岐
阜
県
茶
総
合
品
評
会
と
関
西

茶
業
振
興
大
会
で
桂
茶
生
産
組

合
の
生
産
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
岐
阜
県
茶
総
合
品
評
会
表
彰

総
合
部
門

　

東
海
農
政
局
長
賞�

太
田
恒
雄
さ
ん

手
摘
み
部
門

　

岐
阜
県
議
会
議
長
賞�

林
綾
男
さ
ん

　

関
西
茶
業
協
議
会
長
賞�

花
木
毅
さ
ん

機
械
刈
り
部
門

　

岐
阜
県
農
業
会
議
会
長
賞�

高
橋
正
美
さ
ん

　

岐
阜
県
農
協
中
央
会
長
賞

�

太
田
哲
朗
さ
ん

　

岐
阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
長
賞

�

太
田
清
和
さ
ん

第
67
回
関
西
茶
業
振
興
大
会
滋
賀
県
大
会

品
評
会
表
彰

煎
茶
の
部

　

１
等
12
席　

日
本
茶
業
学
会
長
賞

�

花
木
毅
さ
ん

そ
の
他

　

２
等
１
点
、
３
等
３
点

※
い
ず
れ
も
桂
茶
生
産
組
合

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら
児
童
扶

養
手
当
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
離
婚
ま
た
は
死

亡
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
な
い
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
お
子
さ
ん
の
心
身
の
健

や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
・
老
齢
年
金
・
労
災
年
金
・
遺
族

補
償
な
ど
）を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分

の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
受
給
し
て
い
る

年
金
額
が
手
当
額
よ
り
も
低
い
か
ど
う
か

は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

11 月 5 日に県庁で叙勲伝
達式がありました宗宮町長が叙勲を伝達しました

ご家族へ伝達されました ご家族へ伝達されました
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

17
回
目
の「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」は
、材
料
費
の
高
騰
や
人
手
不

足
で「
小
中
学
校
」の
再
建
に
苦
悩
す
る

大
槌
町
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
大
槌

町
内
の
大
槌
、
大
槌
北
、
安
渡
、
赤
浜

の
四
小
学
校
と
大
槌
中
学
校
が
被
災
し

ま
し
た
が
、
震
災
後
の
夏
に
仮
設
校
舎

で
の
授
業
が
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
後

の
仮
設
小
学
校
は
一
施
設
の
た
め
、
４

つ
の
小
学
校
名
を
残
し
て
授
業
を
行

い
、
同
学
年
で
も
隣
の
教
室
は
別
の
小

学
校
生
徒
、
そ
の
隣
も
別
の
小
学
校
と

い
う
教
室
の
配
置
で
し
た
。
ま
た
校
長

先
生
を
は
じ
め
先
生
方
も
４
校
合
同
で

の
授
業
で
し
た
。
そ
の
後
平
成
25
年
度

か
ら
は
４
校
を
統
合
し
、「
大
槌
小
学

校
」
と
し
て
再
開
し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
町
の
復
興
計
画
の
中
で
は
、
家

庭
と
地
域
が
学
校
と
一
体
と
な
っ
た

「
い
わ
て
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
を
基
盤
と
し
て
「（
仮
称
）お
お
つ

ち
学
園
小
中
一
貫
校
」
を
災
害
危
険
区

域
外
の
高
台
に
整
備
す
る
計
画
で
準
備

を
進
め
、
平
成
28
年
４
月
に
は
新
校
舎

で
の
授
業
が
始
ま
る
予
定
で
し
た
。
し

か
し
現
在
の
資
材
費
高
等
や
人
手
不
足

な
ど
に
よ
る
建
設
工
事
等
の
入
札
不
落

は
大
槌
町
で
も
起
き
て
お
り
、
小
中
一

貫
校
に
関
す
る
工
事
で
は
、
７
月
の
指

名
競
争
入
札
で
約
40
社
の
業
者
で
参
加

は
１
社
し
か
無
く
不
落
と
な
り
、
再
度

９
月
に
一
般
競
争
入
札
に
し
て
対
象
を

百
社
余
り
と
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
一

社
し
か
無
く
入
札
不
落
。
平
成
28
年
４

月
の
開
校
が
不
可
能
に
な
り
、
町
も
議

会
の
中
で
、
開
校
に
つ
い
て
半
年
遅
れ

る
と
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
や

保
護
者
の
落
胆
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
仮
設
校
舎
の
敷

地
内
に
は
、
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り

家
庭
で
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
児
童
を

放
課
後
に
預
か
る
仮
設
「
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
」
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
本
設

に
向
け
た
土
地
の
確
保
も
出
来
て
い
な

い
状
況
で
す
。
復
興
の
長
期
化
は
自
宅

な
ど
の
生
活
再
建
格
差
を
生
み
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
将
来
に
わ
た

り
影
響
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

せ
め
て
学
ぶ
環
境
を
早
く
整
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ン
ド
で
元
気

に
活
動
す
る

生
徒
の
笑
顔

や
、「
こ
ん
に

ち
は
！
」
の

挨
拶
に
い
つ

も
不
安
に
な

る
心
が
救
わ

れ
ま
す
。

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

４
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※�

詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日（
月
）～
12
月
15
日（
月
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
27
年
1
月
下
旬
を
予
定

③�

北
方
さ
つ
き
住
宅
及
び
、
谷
汲
・
春
日
・

久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各
町
営

住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

お
詫
び
と
訂
正

　

11
月
号
「
議
会
だ
よ
り
」
の
中
で
、

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

16
ペ
ー
ジ
中
段
の
９
行
目

（
誤
）
報
告
案
件

（
正
）
承
認
案
件

17
ペ
ー
ジ
２
段
目
の
左
か
ら
６
行
目

（
誤
）
６
３
３
９
万
６
０
０
０
０
円

（
正
）
６
３
３
９
万
６
０
０
０
円

派遣職員
高橋富士夫

仮設の小学校（奥）と中学校（手前）

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑰
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

福
祉
課
か
ら
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

を
保
管
し
て
い
る
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
課
で
は
、
見
守
り
カ
ー
ド
を
提
出

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
救
急
医
療
情
報

を
冷
蔵
庫
内
で
保
管
す
る
た
め
の
「
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付
し
て
い
ま
す

が
、
保
管
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
健
康

状
態
や
世
帯
状
況
等
の
変
化
に
応
じ
て
新

し
い
内
容
に
書
き
換
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

現
在
、「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を

保
管
し
て
い
る
方
は
、
保
管
し
て
い
る
情

報
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ

て
、
用
紙
に
記
載
し
て
い
る
情
報
内
容
を

赤
字
等
で
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
情
報
内
容
の
修
正
に
あ
た
り
、

新
し
い
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
福
祉
課

ま
た
は
各
地
域
の
振
興
事
務
所
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１

 

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
に
よ
る
工
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

期
日　

平
成
26
年
12
月
31
日

対
象　

製
造
業
を
営
む
事
業
所

目
的　

�

１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造

品
の
出
荷
額
や
原
材
料
使
用
額
な

ど
を
調
査
し
、
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

　

調
査
結
果
は
、
国
や

地
方
公
共
団
体
の
行
政

施
策
や
教
育
な
ど
、
幅

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
12

月
中
旬
頃
か
ら
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理

解
と
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
年
恒
例
の
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
に
来
町
さ
れ
た

ラ
ン
ナ
ー
の
方
等
に
、
施
設
を
気
持
ち
よ

く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年
マ

ラ
ソ
ン
前
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
約

１
０
０
名
が
参
加
し
、
草
取
り
や
木
の
剪

定
、
夏
に
大
発
生
し
た
マ
イ
マ
イ
蛾
の
卵

の
除
去
等
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
終
了
後

に
は
会
員
自
慢
の
野
菜
を
入
れ
た
豚
汁
を

い
た
だ
き
、
会
員
同
士
の
交
流
も
図
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
域
に
貢
献
す
る
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
お
仕
事
の
依
頼
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
自
分
で
は
出
来
な
い
が
プ
ロ
に
頼

む
ま
で
も
な
い
よ
う
な
事
等
、
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
得
意
な
会
員
が

「
親
切
・
丁
寧
・
信
頼
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

対
応
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
2
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

FAx
２
３

－

０
９
１
３

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）主
催

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

　

当
法
人
で
は
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を

目
指
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
と
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｉ
Ｂ
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
定
期
的
に
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
「
高
血
圧
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
予
防
法
の
お
話
や
運
動
・
食

事
療
法
に
つ
い
て
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

『
平
成
26
年
第
9
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

■
開
催
日
時

　

12
月
9
日（
火
）14
時
か
ら
15
時
30
分

■
開
催
場
所

　

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
テ
ー
マ　

高
血
圧
に
つ
い
て

【
内　

容
】

・
血
圧
の
基
礎
知
識
度
チ
ェ
ッ
ク

・
高
血
圧
の
予
防
及
び
改
善
法

・
血
流
促
進
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ

・
高
血
圧
を
防
ぐ
食
事（
試
食
あ
り
）

【
定　

員
】　

25
名　

※
申
し
込
み
要

【
参
加
費
】　

無
料

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

　

℡
２
２

－

０
１
１
２　

担
当　

廣
瀬

ボランティア清掃の様子
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空き家情報登録「空き家バンク」をご存知ですか？
　揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を図るため、空き家物件の情報収集を進めています。町内にある
空き家の所有者の方で賃貸・売却を希望される方は、空き家バンクへの登録ができます。登録された物件情報は、町
のホームページ等で公開し、移住・定住等を希望される方に紹介します。
　皆様からの情報をお待ちしています。

　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化

の進展等による人口減少に歯止めをかけ、地域

の活性化を図るため、移住・定住化支援を行っ

ています。次のとおり、奨励金制度があります

ので、ぜひ、ご活用ください。

移住 ・ 定住促進奨励金制度

❶新築住宅建設等奨励金
　町内に居住用の住宅を新築または購入する方に対し、
奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町外からの転入者には 10万円を加算
＊町内業者が建設する場合は 10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は10万円を加算
※新築工事等の着工前に手続きが必要です

❷新築事業所建設等奨励金（事業所向け）
　町内に事業所を新築する方に対し、奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町内業者が建設する場合は 10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は30万円を加算

❸住宅改修等奨励金
　建築後、1年以上が経過した自己が居住している住宅
の改修工事等を行う場合に、費用の一部を助成します。
交付対象工事経費が 50万円以上の場合に限ります。
【奨励金の額】基本奨励金：改修経費の5/100相当（上限5万円）
＊町外からの転入者には上記の基本奨励金額と同額を加算
※改修工事の着工前に手続きが必要です

❻新婚世帯定住奨励金（結婚祝い金）
　結婚後、町内に 3年以上定住することを前提とした
新婚世帯に対し、結婚お祝い金を支給します。婚姻日
において夫婦ともに満 50歳未満の方に限ります。
【奨励金の額】基本奨励金：5万円（1組当たり）
※婚姻日から 1年以内に手続きが必要です

❹賃貸住宅家賃助成奨励金
　町内の民間賃貸住宅に 3年以上居住することを前提
に入居する方に対し、入居してからの 1年間について
家賃の一部を助成します。
【奨励金の額】
基本奨励金：（実質家賃－4万円）×1/2相当（上限：月額1万円）
＊町外からの転入者には上記の基本奨励金額と同額を加算
※入居前に手続きが必要です

❺田舎暮らし住宅活用奨励金
　町内の空き家に 3年以上居住することを前提に購入
または賃借した方が、1年以内に改修又はハウスクリー
ニングを行う場合に、費用の一部を助成します。
【奨励金の額】
空き家改修　基本奨励金：改修経費の1/2相当（上限10万円）
＊町内業者が改修する場合は上記の基本奨励金額と同額を加算
空き家ハウスクリーニング
基本奨励金：清掃費の1/2相当（上限5万円）
※改修工事、クリーニングの着手前に手続きが必要です

※上記の奨励金の支給を受けるには、交付要件に該当している必要があります。詳しくは政策広報課までお問い合せください。

【お問い合せ先】揖斐川町役場政策広報課　℡２２－２１１１（内線１１４）

    新規

～
揖

斐
川
町

で
の
暮らしをサポ

ー

ト
し
ま
す

～

移住・
定住化
支援
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　ヤマノイモの仲間は世界に 600 種類もあります。ヤマノイモと間違えられるナガイモは中国大陸の原産で
日本には古くに渡来し、各地で栽培され、逸出し日本各地に自生しています。スーパー、八百屋などに売ら
れている銀杏薯、仏

ツクネ

掌薯
イモ

、長薯、一年薯などはすべてナガイモの別名です。ヤマノイモは本州、四国、九州、
朝鮮半島、中国などの山野林下に普通に見られる蔓性植物です。一般に自

ジ

然
ネン

生
ジョウ

とよばれるものはヤマノイモ
が起源です。ナガイモと区別するために呼ばれています。薯とよんでいるものは、ヤマノイモの茎や根が生
長した一般に言う芋ではなく、胚軸と呼ばれる部分が肥大成長したもので担

タン

根
コン

体
タイ

と呼ばれる部位です。ヤマ
ノイモの茎はつるで、葉には長柄があり、長卵形か卵状の披針形で対生します。互生するオニドコロとの区
別点です。なおヤマノイモは秋には葉の付け根にムカゴ（珠芽）をつけます。
　薬用には秋に葉が落ちてから掘り取ります。よく水洗いしてから皮を除き適当なながさ20～ 30センチに
切り、初めは風通しのよい場所に吊して陰干しにします。最後は天日で充分に乾燥させます。調整された白色
の乾燥品は生薬の山

サンヤク

薬です。ナガイモからも同様に山薬を作れます。スケッチは春日で栽培された自然生です。
　山薬は強壮・強精薬として胃を丈夫にし、精力をつける効果があります。主成分はジオスゲニンです。また
慢性の下痢、夢精、精力減退、体力の低下、老化による症状にも用います。一日20グラム
を500ミリリットルの水を加えて煎じます。約半量まで煮詰めた煎液を一日3回に分け
て服用します。一般に用いる料理の「とろろ汁」としても効果があります。ムカゴを集
めてムカゴ飯も栄養価の高い料理です。ムカゴは先ず水洗いして皮はむかないでそのま
ま炊きあげます。初めに塩、日本酒などを少し入れると、風味があります。またフライ
パンでムカゴを炒り、塩で味をつけたものもおいしいです。山薬を刻み約200グラムと
砂糖100グラムにホワイトリカ1.8リットルを入れ、3ヶ月ほど熟成させたものが「ヤマ
ノイモ酒」です。一日一回就寝前に30ミリリットルを飲めば滋養・強壮の効果がありま
す。ヤマノイモこそ高齢者の健康食物です。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

日
赤
奉
仕
団
揖
斐
川
分
団　

様

　

バ
ナ
ナ　

１
箱

◇
揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

久く

の野　

貞さ
だ

子こ　

さ
ん（
京
都
市
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
島　

豊
さ
ん（
東
横
山
）

�

10
月
４
日（
土
）　

95
歳　

　

窪
田　

ひ
さ
ゑ
さ
ん（
和
田
）

�

10
月
６
日（
月
）　

95
歳　

　

牧
村　

た
か
ゑ
さ
ん（
北
方
）

�

10
月
13
日（
月
）　

95
歳　

　

杉
山　

か
す
ゑ
さ
ん（
谷
汲
）

�

10
月
22
日（
水
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

スローガン
無事故で年末
　笑顔で年始

12月11日木～
12月20日土

いびがわ　特産品シリーズ ヤマノイモ（ヤマノイモ科）

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

年末の交通安全
県民運動


